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ベラルーシ、ゴメリ州ベトカ地区は、チェルノブイリ

原発事故による放射性物質で高度に汚染されました。しか

し、この地に残って、住民の健康を守るために奔走してい

る地区病院長ナジェージダ先生がいます。先生が作ってき

た地域医療は、素朴で人間味あふれ、私達も学ぶところが

あります。

地域住民の健康を守る診療所のフェイシェルと共に、

血圧計を持って、大平原を駆けるツアーです。　

日　　　程	 ：10 月９日〜 10 月 17 日（9日間）

訪　問　先	 ：ベラルーシ共和国　ゴメリ州

費　　　用	 ：約 25 万円

申し込み締め切り	 ：8月 31 日

■ 日程表 ■

日付 行動予定 宿泊

10/09（土）
成田発（SU52）12：00  モスクワ着 17：20
モスクワ発夜行列車

車中泊

10/10（日） キエフ着 09：20 キエフ

10/11（月） チェルノブイリ原発見学 ツーリスト

10/12（火） ベトカ地区病院・イコン博物館 ツーリスト

10/13（水） ベトカ　　診療所：外来＆訪問看護 ツーリスト

10/14（木） ベトカ　　子どもの家 ツーリスト

10/15（金） ゴメリ見学　　　　　　ゴメリ発 19：20 車中泊

10/16（土）
モスクワ着 09：20
モスクワ発（SU51）17：20  

機内泊

10/17（日） 成田着 08：20　

＜問い合わせ、申し込み先＞　　　　　　

ＪＣＦ / 日本チェルノブイリ連帯基金　

　　　　〒 390-0303　松本市浅間温泉 2-12-12

TEL. 0263-46-4218　FAX. 0263-46-6229
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ベトカ地区病院プレイルーム

検診に出かけるフェイシェル

ＪＣＦが支援したホルモン検査機


